
単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

10

高 　　 さ　ｈ -50

-400

測　定　項　目 規　格　値

厚　　　さ　ｔ

基　準　高　Ｖ

-150

厚　 　 さ　Ｔ

-0.2%

幅　　　 　 Ｂ

均　平　度　◇

-20%

±150

±50

施工
延長

延長200m
以上

延長200m
未満

-45

農
業
農
村
整
備
編

畦畔復旧 幅　　　 　 Ｂ -50

表土扱い

基盤造成
表土整地

道路工
（砂利道）

１
ほ
場
整
備
工
事
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測　　定　　箇　　所 摘　要測　　定　　基　　準

10a当たり３点以上。 (標高差測定又
はつぼ掘りによる)

10a当たり３点以上。 (標高測定す
る)

施工延長おおむね200ｍにつき１箇所
の割合で測定する。
施工延長を示さない場合は、１耕区
につき１箇所の割合で測定する。

幹線道路は、施工延長50ｍにつき１
箇所の割合で測定する。
支線道路は、施工延長おおむね200ｍ
につき１箇所の割合で測定する。

1 基準高の測定
は、基盤面の高
さが指定されて
いる場合とす
る。

2 均平度の測定
は、基盤整地後
と表土整地後に
行う。
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単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

10

暗渠排水工事
集水渠（支線）
導水渠（幹線）

暗渠排水工事
吸水渠

測　定　項　目 規　格　値

農
業
農
村
整
備
編

布　設　深　Ｈ -75

間　 　 隔　Ｂ ±750

施工
延長

延長500m
を超える

-0.2%

延長500m
以下

-1,000

１
ほ
場
整
備
工
事

布　設　深　Ｈ -75

施工
延長

延長500m
を超える

延長500m
以下

-1,000

-0.2%
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測　　定　　箇　　所 摘　要

施工延長おおむね50ｍにつき１箇所
の割合で測定する。

上、下流端の２箇所を測定する。
ただし、１本の布設長がおおむね100
ｍ以上のときは、中間点を加えた３
箇所を測定する。

測　　定　　基　　準
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単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

10 果　　樹

野　　菜

-45

ｐＨ　測　定

-75

-75

幅　　　 　 Ｂ -150

側 溝 高 さ Ｈ -75

±0.5

-150

-75

測　定　項　目 規　格　値

農
業
農
村
整
備
編

テラス
 (階段畑)

道路工
 (耕作道)

土壌改良

-15

幅　　　 　 Ｂ1 -150

側　溝　幅  ｂ -75

耕　起　幅　Ｂ2

側　溝　幅　Ｂ3

側 溝 高 さ　Ｈ

耕　起　幅　Ｔ

２
農
用
地
造
成
工
事

耕起深耕

耕
起
深
Ｔ
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測　　定　　箇　　所 摘　要測　　定　　基　　準

テラス延長おおむね100ｍ当たり１箇
所測定する。

施工延長おおむね100ｍ当たり１箇所
測定する。

おおむね50a当たり１箇所(深さ15㎝)
改良材散布後２週間以上経過して測
定する。(試験方法…ガラス電極法)

地表から15㎝の
土壌を柱状に採
取し、良く混合
する。

おおむねha当たり10箇所測定するほ
か、つぼ掘り２箇所／ha。
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単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

10

延長150m
未満

-150

-150

幅　　　 　 Ｂ

厚 　　 さ　Ｔ

中心線
のズレ

ｅ

直線部

スパン
長 Ｌ

-20

曲線部 ±100

±50

直線部 ±20

-0.1%

基　準　高　Ｖ ±50

-20

高　　　さ　Ｈ

-20

-20

-25

厚 　　 さ　Ｔ

農
業
農
村
整
備
編

３
水
路
工
事

規　格　値

±300改良山成

現場打サイホン

曲線部

施工
延長

延長150m
以上

直線部 ±20

±30

曲線部 ±100

-0.1%

±50

高　　　さ　Ｈ

曲線部 ±30

基　準　高　Ｖ ±30

幅　　　 　 Ｂ -25

現場打開水路

２
農
用
地
造
成
工
事

中心線
のズレ

ｅ

直線部

スパン
長 Ｌ

施工
延長

延長150m
以上

延長150m
未満

測　定　項　目

基　準　高　Ｖ
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測　　定　　箇　　所 摘　要

スパン長の標準
を９ｍとした場
合。

測　　定　　基　　準

基準高については切土部を40ｍメッ
シュ地点で測定する。
法勾配については40ｍメッシュ線と
切土法尻との交点で測定する。(測定
間隔はおおむね40ｍ)

基準高、幅、厚さ、高さについては
施工延長１スパンにつき１箇所の割
合で測定する。
中心線のズレ(直線部)については施
工延長おおむね50ｍにつき１箇所の
割合で測定する。
なお、中心線のズレ（曲線部）につ
いては１スパンにつき１箇所の割合
で測定する。
上記未満は２箇所測定する。

切土部のみ対象
とする。

基準高、幅、厚さ、高さについては
施工延長１スパンにつき１箇所の割
合で測定する。
中心線のズレ(直線部)については施
工延長おおむね50ｍにつき１箇所の
割合で測定する。
なお、中心線のズレ（曲線部）につ
いては１スパンにつき１箇所の割合
で測定する。
上記未満は２箇所測定する。

スパン長の標準
を９ｍとした場
合。
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単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

10

農
業
農
村
整
備
編

鉄筋コンクリート大型
フリューム

鉄筋コンクリートＬ型
水路

基　準　高　Ｖ ±30

３
水
路
工
事

現場打暗渠

-20

中心線
のズレ

ｅ

直線部 ±50

曲線部

±30

施工
延長

延長150m
以上

-0.1%

延長150m
未満

-150

コンクリートブロック
積み水路

鉄筋コンクリート柵渠

曲線部 ±100

施工
延長

延長150m
以上

-0.1%

幅　　　　　Ｂ

±50

延長150m
未満

幅　　　 　 Ｂ -25

厚 　　 さ　Ｔ -20

中心線
のズレ

ｅ

直線部 ±50

曲線部

-40

±100

施工
延長

延長150m
以上

-40

中心線
のズレ

ｅ

直線部

基　準　高　Ｖ ±50

-150

測　定　項　目 規　格　値

-0.1%

延長150m
未満

-150

高　　　さ　Ｈ

基　準　高　Ｖ ±30

幅　　　 　 Ｂ -20

厚 　　 さ　Ｔ -20

高　　　さ　Ｈ

±100

スパン
長 Ｌ

直線部 ±20

曲線部
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測　　定　　箇　　所 摘　要

幅、高さは柵渠
には適用しな
い。

基準高、中心線のズレ(直線部)につ
いては施工延長おおむね50ｍにつき
１箇所の割合で測定する。
なお、中心線のズレ（曲線部）につ
いてはおおむね10mにつき１箇所の割
合で測定する。
上記未満は２箇所測定する。
幅、厚さについては施工延長50ｍに
つき１箇所の割合で測定する。
上記未満は２箇所測定する。

幅、厚さはＬ形
水路のみ測定す
る。

測　　定　　基　　準

基準高、中心線のズレ（直線部）に
ついては施工延長おおむね50ｍにつ
き１箇所の割合で測定する。
中心線のズレ（曲線部）については
おおむね10ｍにつき１箇所の割合で
測定する。
上記未満は２箇所測定する。
幅、高さについては施工延長50ｍに
つき１箇所の割合で測定する。
上記未満は２箇所測定する。

スパン長の標準
を９ｍとした場
合。

基準高、幅、厚さ、高さについては
施工延長１スパンにつき１箇所の割
合で測定する。
中心線のズレ(直線部)については施
工延長おおむね50ｍにつき１箇所の
割合で測定する。
なお、中心線のズレ（曲線部）につ
いては１スパンにつき１箇所の割合
で測定する。
上記未満は２箇所測定する。
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単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

10

測　定　項　目 規　格　値

ボックスカルバート水
路

基　準　高　Ｖ ±30

管体基礎工
 (砂基礎等)

幅　　　 　 Ｂ -100

農
業
農
村
整
備
編

-0.1%

中心線
のズレ

ｅ

直線部 ±50

曲線部 ±100

施工
延長

延長150m
以上

延長150m
未満

-150

３
水
路
工
事

４
管
水
路
工
事

厚 　　 さ　Ｔ ±30
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測　　定　　箇　　所 摘　要

基礎材が異なる
場合は種類毎に
測定する。

高さ（Ｈ）の管
理は、Ｖ2－Ｖ1
で算出するもの
とする。

測　　定　　基　　準

基準高、中心線のズレ(直線部)につ
いては施工延長おおむね50ｍにつき
１箇所の割合で測定する。
中心線のズレ(曲線部) についてはお
おむね10ｍにつき１箇所の割合で測
定する。
上記未満は２箇所測定する。

施工延長おおむね50ｍにつき１箇所
の割合で測定する。
上記未満は２箇所測定する。
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単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

10

農
業
農
村
整
備
編

４
管
水
路
工
事

基
準
高
Ｖ

被圧地下水な
し

被圧地下水あ
り

ジョイント間隔 ｚ

施工
延長

別表３及び
別表４参照

延長200m
以上

管水路
 (ダクタイル鋳鉄管)
Ｋ形
Ｕ形
Ｔ形

(強化プラスチック複
合管)
Ｂ形、Ｔ形
Ｃ形

±30

中心線のズレ   ｅ ±100

-0.1%

延長200m
未満

-200

測　定　項　目 規　格　値

基
準
高
Ｖ

被圧地下水な
し

被圧地下水あ
り

中心線のズレ   ｅ ±100

ジョイント間隔 ｚ 別表２参照

管水路
 (遠心力鉄筋コンク
リート管)

ＲＣ管

±30

±50

施工
延長

延長200m
以上

-0.1%

延長200m
未満

-200

±50
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測　　定　　箇　　所 摘　要

基準高、中心線のズレ(直線部)につ
いては施工延長おおむね50ｍにつき
１箇所の割合で測定する。
中心線のズレ(曲線部)についてはお
おむね10ｍに１箇所の割合で測定す
る。
上記未満は２箇所測定する。
ジョイント間隔については１本毎に
測定する。

測　　定　　基　　準

基準高、中心線のズレ(直線部)につ
いては施工延長おおむね50ｍにつき
１箇所の割合で測定する。
中心線のズレ(曲線部)についてはお
おむね10ｍに１箇所の割合で測定す
る。
上記未満は２箇所測定する。
ジョイント間隔については１本毎に
測定する。

Ｖの測定は管底
（Ｖ１）を原則
とし、測定時期
は埋戻完了とす
る。
ただし、φ1,350
㎜以下又は管底
での測定作業が
困難な場合は、
管頂まで埋戻後
の管頂（Ｖ２）
でもよい。
ｅの測定は管頂
まで埋戻時の管
頂を原則とす
る。
なお、「埋戻完
了」とは、特に
指示がない場合
は舗装（表層、
上層路盤、下層
路盤）を除いた
埋戻完了時点と

Ｖの測定は管底
（Ｖ１）を原則
とし、測定時期
は埋戻完了とす
る。
ただし、φ1,350
㎜以下又は管底
での測定作業が
困難な場合は、
管頂まで埋戻後
の管頂（Ｖ２）
でもよい。
ｅの測定は管頂
まで埋戻時の管
頂を原則とす
る。 なお、「埋
戻完了」とは、
特に指示がない
場合は舗装（表
層、上層路盤、
下層路盤）を除
いた埋戻完了時
点とする。
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単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

10
　
農
業
農
村
整
備
編

４
管
水
路
工
事

管水路
(硬質ポリ塩化ビニル

管)

基　準　高　Ｖ ±50

管水路
 (鋼管)

管種等の適用範囲は原則として下記に
よる。

・管種
ＪＩＳ Ｇ 3443-1
(水輸送用塗覆装鋼管－第１部：直管)
  ＷＳＰ Ａ-101-2009
(農業用プラスチック被覆鋼管）
・寸法
  80A～3500A
・塗覆装方法
  管外面   長寿命形プラスチック被覆
　　　　　 とする。
  管内面   エポキシ樹脂塗装とする。
・接合法
  突き合わせ溶接継手とする。
・工法
  通常の開削による布設工法とする。
・管路の範囲
  導水管、送水管及び配水管とし、配
水池、ポンプなどの端部施設との接続
部までとする。

測　定　項　目 規　格　値

埋　設　深　Ｈ -50

中心線のズレ ｅ ±120

延長200m
未満

-200

-0.1%
施工
延長

延長200m
以上
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測　　定　　箇　　所 摘　要測　　定　　基　　準

通常の開削によ
る布設工法と
は、矢板土留・
建込簡易土留を
含むものとす
る。

設計図書に示された基準高、あるい
は埋設深、中心線のズレ(直線部)に
ついては施工延長おおむね50ｍにつ
き１箇所の割合で測定する。
中心線のズレ(曲線部)についてはお
おむね10ｍにつき１箇所の割合で測
定する。
上記未満は２箇所測定する。
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単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

10

農
業
農
村
整
備
編

±50

中心線のズレ   ｅ ±45

施工
延長

延長200m
以上

-0.1%

延長200m
未満

-200

４
管
水
路
工
事

管布設

測　定　項　目 規　格　値

±30基
準
高
Ｖ

被圧地下水な
し

被圧地下水あ
り
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測　　定　　箇　　所 摘　要測　　定　　基　　準

基準高、中心線のズレ(直線部)につ
いては施工延長おおむね50ｍにつき
１箇所の割合で測定する。
中心線のズレ(曲線部)についてはお
おむね10ｍにつき１箇所の割合で測
定する。
上記未満は２箇所測定する。

Ｖの測定は管底
（Ｖ１）を原則
とし、測定時期
は埋戻完了とす
る。
ただし、φ1,350
㎜以下又は管底
での測定作業が
困難な場合は、
管頂まで埋戻後
の管頂（Ｖ２）
でもよい。
ｅの測定は管頂
まで埋戻時の管
頂を原則とす
る。
なお、「埋戻完
了」とは、特に
指示がない場合
は舗装（表層、
上層路盤、下層
路盤）を除いた
埋戻完了時点と
する。
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単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

10

農
業
農
村
整
備
編

測　定　項　目 規　格　値

管種等の適用範囲は原則として下記に
よる。

・管種

ＪＩＳ　 Ｇ5526(ダクタイル鋳鉄管)
ＪＤＰＡ Ｇ1027(農業用水用ダクタイ
　　　　　　　　ル鋳鉄管)

ＪＩＳ  Ｇ3443-1(水輸送用塗覆装鋼管
　　　　　　　　-第１部：直管)
ＷＳＰ  Ａ-101(農業用プラスチック被
　　　　　　　 覆鋼管)

ＪＩＳ  Ａ5350(強化プラスチック複合
               管)
ＦＲＰＭ Ｋ1111-2016 (強化プラス
             チック複合管内圧管
             ﾌｨﾗﾒﾝﾄﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ成形法)

締

固

め

程

度

たわみ率 なし

４
管
水
路
工
事

管水路
 (埋設とう性管)

ダクタイル鋳鉄管

鋼管

強化プラスチック管

Ⅰ

Ⅰ(礫質土)

Ⅱ

±5%

±5%

±5%

±5%
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測　　定　　箇　　所 摘　要測　　定　　基　　準

管据付時の測定の際、以下の手順で天・地・左・右
の各測定基準点を固定し、以後同一点でたわみ量を
測定する。
①　測定しようとする管の管中央位置を管底及び左
右管側にペイントでマーキングする。
②　その位置に水準器を下図のように水平におく。
その後、水準器の中央点を管にマーキングする。
③　②でマーキングした点に測定棒を立て、測定棒
に水準器を添わせて測定棒を垂直にし、その状態で
測定棒をスライドさせ測定棒と管の接点をマーキン
グする(管天測点となる)。
④　①でマーキングした位置(左右管側)に下図のよ
うに水準器を使って水平点をマーキングする。

管径900mm 以上
に適用する。矢
板施工の場合は
管据付時、矢板
引抜き時及び埋
戻完了時に測定
する。
締固め程度は次
のとおりであ
る。

施工延長おおむね50ｍにつき１箇所
の割合で測定する。
上記未満は２箇所測定する。
測定は定尺管の中央部とする。
測定時期は管据付時(接合完了後)、
管頂埋戻時及び埋戻完了時とする。
なお、「埋戻完了」とは、特に指示
がない場合は舗装（表層、上層路
盤、下層路盤）を除いた埋戻完了時
点とする。
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単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

10

農
業
農
村
整
備
編

測　定　項　目 規　格　値

４
管
水
路
工
事

シールド工事
（一次覆工）
コンクリートセグメン
ト
鋼製セグメント

±50基　準　高　Ｖ

中心線
のズレ

ｅ

直線部

曲線部

施工
延長

延長150m
以上

た　わ　み　率

基　準　高　Ｖ

±100

ジョイント間隔　Z
別表２、３及び

別表４参照

±100

±150

-0.1%

延長150m
未満

-150

±5%

シールド工事
（二次覆工）
既製管覆工

推進工事

±30
(±50)

中心線のズレ   ｅ

施工
延長

延長150m
以上

た　わ　み　率

-0.1%

延長150m
未満

-200

±5%
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測　　定　　箇　　所 摘　要測　　定　　基　　準

基準高、中心線のズレ(直線部)、た
わみ率については施工延長おおむね
50ｍにつき１箇所の割合で測定す
る。
中心線のズレ(曲線部)についてはお
おむね10ｍに１箇所の割合で測定す
る。
上記未満は２箇所測定する。

Ｖの測定は管
底（Ｖ１）を原
則とし、測定時
期は完了時とす
る

基準高、中心線のズレ(直線部)につ
いては施工延長おおむね50ｍにつき
１箇所の割合で測定する。
中心線のズレ(曲線部)についてはお
おむね10ｍに１箇所の割合で測定す
る。
上記未満は２箇所測定する。
ジョイント間隔については１本毎に
測定する

施工延長おおむね50ｍにつき１箇所
を測定する。
上記未満は２箇所測定する。
測定時期は、管据付時、注入完了時
とする。

Ｖの測定は管
底（Ｖ１）を原
則とし、測定時
期は完了時とす
る。
基準高（Ｖ）
の（　 ）は推
進工事の場合。
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単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

施行延長
（又は長さ）

-150

10

農
業
農
村
整
備
編

5
た
め
池
改
修
工
事

堤体工

洪水吐工

幅　Ｂ ±30

厚さ　Ｔ ±20

±30

曲線部 ±100

中心線
のズレ

ｅ

直線部 ±50

スパン
長 Ｌ

直線部 ±20

曲線部 ±30

-100

-100

-200

堤　幅　Ｗ

法　長　Ｌ

施　工　延　長

測　定　項　目 規　格　値

基　準　高　Ｖ ±100

基　準　高　Ｖ ±30

高さ　Ｈ
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測　　定　　箇　　所 摘　要

スパン長の標準
を９ｍとした場
合。

1 鋼土の幅は盛
土高 1ｍ毎に管
理する。

2 測定は原則と
して、水平距離
とするが、法長
の場合は斜距離
とする。

3 出来形測定と
写真は同一箇所
で行う。

4 出来形図は横
断図面を利用し
て作成する。

線的なものについては施工延長おお
むね 20ｍにつき１箇所の割合で測定
する。
上記未満は２箇所測定する。

基準高、幅、厚さ、高さ、中心線の
ズレについては施工延長１スパンに
つき１箇所の割合で測定する。
箇所単位のものについては適宜構造
図の寸法表示箇所を測定する。

測　　定　　基　　準
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単位：mm

編 章 節 条 項 工　　　　　種

幅　Ｂ -20

厚　さ　Ｔ -20

施　工　延　長 -150

高　さ　Ｈ -20

中心線
のズレ

ｅ

直線部 ±50

曲線部 ±100

測　定　項　目 規　格　値

10

農
業
農
村
整
備
編

5
た
め
池
改
修
工
事

樋管工
同上付帯構造物
（土砂吐ゲート等）

基　準　高　Ｖ ±30
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測　　定　　箇　　所 摘　要

1 基準高Ｖは管
底を原則とす
る。

2 内型枠として
プレキャストコ
ンクリート製品
（鉄筋コンク
リート管）使用
の場合である。

3 底樋がトンネ
ルの場合は、土
木工事施工管理
基準（農林水産
省農村振興局制
定）5水路トンネ
ル工事の水路ト
ンネルに準ず
る。

4 斜樋等付帯構
造物は土木工事
施工管理基準
（農林水産省農
村振興局制定）
の1共通工事のコ
ンクリート付帯
構造物に準ず
る。ただし、基
準高Vは、取水孔
（ゲート中心）
の標高とし、高
さＨは斜面直角
方向とする。

測　　定　　基　　準

基準高、幅、厚さ、高さ、中心線の
ズレについては施工延長 10ｍにつき
１箇所の割合で測定する。
ジョイント間隔については、１本毎
に測定する。
箇所単位のものについては適宜構造
図の寸法表示箇所を測定する。

Ｈ

Ｂ

Ｂ

e

Ｖ
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